
－ 9 －

「
東
京
美
浜
会
」総
会

　

本
町
出
身
で
現
在
、
首
都
圏
に
お

住
ま
い
の
方
で
構
成
さ
れ
る
「
東
京

美
浜
会
」(

川
瀬
仁
司
会
長(

早
瀬
出

身)

・
会
員
数
１
１
８
人)

の
平
成
19

年
度
総
会
が
10
月
20
日
に
東
京
都
内

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
に
は
、
40
人
の
会
員
が
参
加

さ
れ
、
会
員
の
近
況
報
告
の
ほ
か

に
、
親
睦
行
事
の
開
催
、
記
念
誌
の

発
行
な
ど
に
つ
い
て
事
務
局
か
ら
提

案
さ
れ
、
今
後
の
事
業
計
画
と
し
て

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
開
か
れ
た
懇
親
会
に

は
、
山
口
町
長
と
辻
議
長
も
出
席

し
、
町
の
現
状
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ

ビ
小
説
「
ち
り
と
て
ち
ん
」
の
美
浜

ロ
ケ
の
様
子
を
報
告
す
る
な
ど
、
会

員
同
士
の
親
睦
を
深
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

同
会
で
は
、
美
浜
町
出
身
で
、
首

都
圏
に
お
住
ま
い
の
方
を
対
象
に
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ご
本
人
を

は
じ
め
、
ご
親
戚
や
ご
友
人
の
方
が

お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

・
東
京
美
浜
会 

会
長 

川
瀬 

仁
司 

氏

☎
03
‐
３
２
７
５
‐
１
２
８
８(

事
務
所)

・
美
浜
町
企
画
政
策
課(

担
当
・
西
村)

☎
０
７
７
０
‐
32
‐
６
７
０
１

挨拶をされる(左から)松井正一副会長、川瀬仁司会長、

小島信義氏(初代会長)、宮下巍夫幹事長

本町の名誉町民

五木ひろしさんが紫綬褒章を受章
　

11
月
2
日
に
発
表
さ
れ

た
秋
の
褒
章
で
、
本
町
出

身
の
歌
手
、
五
木
ひ
ろ
し

さ
ん
が
芸
能
や
ス
ポ
ー
ツ

の
分
野
で
の
功
績
者
に
贈

ら
れ
る
紫
綬
褒
章
を
受
章

さ
れ
ま
し
た
。

　

五
木
さ
ん
は
、
昭
和
40

年
に
デ
ビ
ュ
ー
さ
れ
、
苦

節
の
時
代
を
経
て
「
よ
こ

は
ま
・
た
そ
が
れ
」
が
大

ヒ
ッ
ト
し
、
以
降
、
2
度

の
日
本
レ
コ
ー
ド
大
賞
に

輝
く
な
ど
、
歌
謡
界
の

ト
ッ
プ
に
立
ち
牽
引
し
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

五
木
さ
ん
の
今
後
の
更

な
る
ご
活
躍
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

議会ニュース
平成１９年
第８回 美浜町議会臨時会
平成１９年
第８回 美浜町議会臨時会

　平成 19 年第 8回美浜町議会臨時会が
10月 19日に開会され、次の内容につい
て審議・議決されました。

　１．契約の目的　　平成１９年度農業集落排水資源循環統合補助事業（機能強化対策）竹波地区第１号工事
　２．契約の方法　　指名競争入札による契約
　３．契 約 金 額 　  ７８,７５０,０００円
　４．契約の相手方　　株式会社 クォードコーポレーション　代表取締役　青山　正幸
　　　　　　　　　　福井市中荒井町第５号５番地

平成19年度農業集落排水資源循環統合補助事業
（機能強化対策）竹波地区第１号工事請負契約
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定
期
安
全
管
理
審
査　

美
浜
２
号
機

美
浜
３
号
機

美
浜
１
号
機

美浜発電所の状況

　今回の報告では、10月18日から11月15日までの
美浜発電所の状況等についてお知らせします。

　

定
格
熱
出
力
一
定
運
転
中

　
（
平
成
19
年
8
月
3
日
〜)

　

第
24
回
定
期
検
査
中

　
（
平
成
19
年
7
月
20
日
〜)

　

10
月
26
日
に
原
子
力
安
全
・
保
安
院

か
ら
関
西
電
力
㈱
美
浜
発
電
所
に
対
し

て
、
3
号
機
の
2
回
目
の
定
期
安
全
管

理
審
査
評
定
結
果
が
通
知
さ
れ
、
今

回
、
県
内
の
発
電
所
で
初
の
Ａ
評
定
を

　

定
格
熱
出
力
一
定
運
転
中

　
（
平
成
19
年
9
月
27
日
〜)

ク
、
ま
た
実
際
に
現
場
に
立

会
い
、
抜
き
打
ち
的
に
検
査

を
行
う
こ
と
な
ど
に
よ
り
実

施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
「
定
期
事
業

者
検
査
」
の
信
頼
性
・
透
明

性
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

電
力
事
業
者
の
安
全
確
保
の

取
組
み
を
促
す
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
審

査
に
基
づ
き
、
良
い
方
か
ら

Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
の
評
定
が
下
さ

れ
、
こ
の
良
し
悪
し
に
よ
っ

て
、
次
回
以
降
の
審
査
項
目

が
増
減
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

● 主要設備の運転性能や
　 機能の確認
● 分解点検や漏えい検査
　による確認

● 消耗品などの定期的
　な交換
● 経年劣化に対する処置
● 異常の早期発見と処置

● 他の発電所で発生した
　事故・故障の類似箇所
　の点検、処置
● 最新技術を導入した
　設備・機器への取替

健全性の確認

機能の維持 信頼性の向上
発電所の
安全･安定
運転

【定期検査の目的】

 定期事業者検査 
・定期に実施すべきもの
　として法定義務化され
　た検査
・結果の記録、保存

定期安全管理審査 
・定期事業者検査を実施
　する電力事業者の組織・
　体制、検査方法などを
　審査

定期検査 
・特に重要度の高い
　安全機能を有する設備
・国及び原子力安全
　基盤機構が検査を実施

審査の結果

評定(Ａ･Ｂ･Ｃ)・通知

原子力安全･保安院

原子力安全基盤機構

電力事業者

受
け
ま
し
た
。

　

原
子
力
発
電
所
が
運
転
し
て
い
く
上

で
、
国
が
主
体
的
に
か
か
わ
る
検
査
と

し
て
、
「
保
安
検
査
」
「
定
期
検
査
」

「
定
期
安
全
管
理
審
査
」
が
あ
り
、

そ
の
他
に
電
力
事
業
者
が
主
体
的
に
実

施
す
る
検
査
と
し
て
「
定
期
事
業
者
検

査
」
が
あ
り
ま
す
。

　

定
期
事
業
者
検
査
で
は
、
電
力
事
業

者
が
施
設
内
の
発
電
設
備
を
定
期
的
に

検
査
し
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
た
検
査
項

目
に
つ
い
て
基
準
に
適
合
し
て
い
る
か

ど
う
か
確
認
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結

果
を
記
録
・
保
存
す
る
よ
う
に
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
内
、
特
に
重

要
度
の
高
い
安
全
機
能
を
有
す
る
設
備

の
検
査
が
「
定
期
検
査
」
と
し
て
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

検
査
で
は
、
発
電
所
の
設
備
全
般
に

わ
た
っ
て
一
度
に
全
て
を
検
査
す
る
の

で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
設
備
・
機
器

の
設
計
や
過
去
に
行
っ
た
点
検
や
検
査

に
基
づ
い
て
計
画
的
に
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
、
定
期
検
査
ご
と
に
必

ず
点
検
が
行
わ
れ
る
機
器
や
、
2
〜
3

回
の
定
期
検
査
、
ま
た
は
5
回
に
1
度

実
施
さ
れ
る
設
備･

機
器
な
ど
も
あ
り
ま

す
。

　

今
回
3
号
機
で
Ａ
評
定
を
受
け
た
と

い
う
定
期
安
全
管
理
審
査
と
は
、
電
力

事
業
者
が
行
う
「
定
期
事
業
者
検
査
」

の
実
施
体
制
や
そ
の
検
査
が
適
切
に

行
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
国
が
審
査

す
る
も
の
で
、
審
査
で
は
、
電
力
事
業

者
の
基
本
的
な
体
制
や
記
録
の
チ
ェ
ッ

日　時：12月19日(水)　午後7時30分～
会　場：保健福祉センター
　　　　「はあとぴあ」 はあとホール
説明者：福島　章
　　　　（経済産業省 原子力安全･保安院 首席統括安全審査官）

主　催：経済産業省　原子力安全･保安院

※お問い合わせ先　美浜原子力保安検査官事務所
　　　　　　　　　☎３７－２２９０

「新しい検査制度における
保全活動の充実に関する住民説明会」
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

町役場各部署直通電話番号
※役場へのお電話は、担当部署への
　直通電話が便利です。

総　務　課　３２－６７００

企画政策課　３２－６７０１

税　務　課　３２－６７０２

住民安全課　３２－６７０３

健康福祉課　３２－６７０４

商工観光課　３２－６７０５

農林水産課　３２－６７０６

土木建築課　３２－６７０７

学校教育課　３２－６７０８

生涯学習課　３２－６７０９

出　納　室　３２－６７１０

議会事務局　３２－６７１１

上下水道課　３２－１３４１

はあとぴあ　３２－３１１１

中央公民館　３２－１２１２

町立図書館　３２－００８３

丹生診療所　３９－１３０１

東部診療所　３７－２９１１

総合体育館　３２－３２００

町各施設電話番号

平
成
19
年
工
業
統
計
調
査

　

経
済
産
業
省
で
は
、
製
造
業
を
営
む

全
て
の
事
業
所
を
対
象
と
し
て
、
平
成

19
年
12
月
31
日
現
在
で
「
平
成
19
年
工

業
統
計
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
国
の
製
造
業
の
実
態
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
調

査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の
行

政
施
策
の
重
要
な
基
礎
資
料
と
し
て
利

用
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
を
お
願
い
す
る
製
造
事
業
所
に

は
、
本
年
12
月
中
旬
か
ら
来
年
１
月
に

か
け
て
、
統
計
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま

す
。
お
忙
し
い
時
期
と
は
思
い
ま
す
が
、

調
査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
内
容
の
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
の
で
、
正
確
な
ご
記
入
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
企
画
政
策
課
（
担
当
・
大
同
）

☎
32
‐
６
７
０
１

消
火
栓
・
防
火
水
槽
の

　
　

除
雪
に
ご
協
力
を

　

消
火
栓
・
防
火
水
槽
に
積
も
っ
た
雪

は
、
積
雪
状
況
に
よ
っ
て
は
、
消
防
活

動
に
重
大
な
支
障
を
き
た
し
ま
す
。

　

万
一
の
火
災
に
備
え
て
皆
さ
ん
の
家

の
近
く
の
消
火
栓
・
防
火
水
槽
な
ど
の

消
防
水
利
の
除
雪
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

美
浜
消
防
署 　

☎
32
‐
１
４
２
０

雪に備える週間雪に備える週間
快適な冬は一人ひとりの協力から。
冬を迎えるにあたってのルールやマナーについて
みんなで話し合い、協力して雪対策を進めましょう。

※お問い合わせ先
　町土木建築課（担当･今村）☎３２‐６７０７

雪の備えは大丈夫ですか？

12月1日～7日12月1日～7日

　

町
で
は
、
住
民
参
加
に
よ
る
開
か
れ

た
行
政
を
推
進
す
る
た
め
、
行
政
文
書

の
公
開
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
保
護
し
、
町
が
保
有
す
る
個
人

情
報
の
適
正
な
取
り
扱
い
を
確
保
す
る

た
め
、
本
人
か
ら
の
請
求
に
よ
り
、
自

己
の
個
人
情
報
の
開
示
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

平
成
18
年
度
の
運
用
実
施
状
況
は
次

の
と
お
り
で
す
。

●
情
報
公
開
制
度

　

公
開
請
求
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

●
個
人
情
報
保
護
制
度

　

開
示
請
求
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
総
務
課 

情
報
公
開
室
（
担
当
・
島
田
）

☎
32
‐
６
７
０
０

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護

　
　
　
　
　

運
用
実
施
状
況
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収　　集 エコクル美方への持込

可燃ごみ 生ごみ  不燃・資源ごみ 可燃ごみ 生ごみ  不燃・資源ごみ
 古紙・古布

12月23日（日） × × × 8:30～12:00 8:30～12:00 8:30～12:00

12月24日（月）
    ～28日（金） 通常どおり 通常どおり 通常どおり 8:30～16:00 8:30～16:00 8:30～16:00

※24日(祝)は×

12月29日（土）月曜日収集地区 月曜日収集地区 × 8:30～12:00 8:30～12:00 ×

12月30日（日）火曜日収集地区 火曜日収集地区 × 8:30～12:00 8:30～12:00 ×

12月31日（月）
～

   1 月 3 日（木）

　１２月３１日（月）～１月３日（木）はすべての収集・受入をお休みします。
　年始の収集･受入は４日（金）から通常どおり行います。

  1 月 4 日（金） 通常どおり 通常どおり 通常どおり 8:30～16:00 8:30～16:00 8:30～16:00

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
・
受
入※ 12:00 ～ 13:00 の間は、エコクル美方への持込受付を休ませていただきます。

※古紙･古布の第 1木曜日 (1月 3日 ) の収集は、翌日 4日 ( 金 ) に変更します。
　お問い合わせ先　エコクル美方　☎４５－２３００　　町住民安全課（担当・川尻）☎３２－６７０３

※お問い合わせ先　町生涯学習課内 美浜町人権尊重啓発協議会事務局（担当・西野）32－6709

日　時　12月8日（土）午後1時30分～3時　　　　入場無料

会　場　町中央公民館 ホール　　　主　催　美浜町人権尊重啓発協議会

新谷のり子のふれ愛コンサート

人権のつどい２００7

人
権
週
間

　

法
務
省
な
ら
び
に
全
国
人
権
擁
護
委

員
会
連
合
会
で
は
、
12
月
４
日(
火)

〜
10
日(

月)

の
１
週
間
を「
人
権
週
間
」

と
定
め
て
世
界
人
権
宣
言
の
意
義
を
訴

え
る
と
と
も
に
、
人
権
尊
重
思
想
の
普

及
高
揚
に
努
め
て
い
ま
す
。

《
強
調
事
項
》

・
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

・
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

・
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
よ
う

・
障
が
い
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と
平
等  

　

を
実
現
し
よ
う

・
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

・
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解
を
深

　

め
よ
う

・
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患
者

　

等
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

・
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す
る

　

偏
見
を
な
く
そ
う

・
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権
に

　

配
慮
し
よ
う

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人
権

　

侵
害
は
や
め
よ
う

・
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別
を
な

　

く
そ
う

・
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
を
な
く

　

そ
う

・
性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別

　

を
な
く
そ
う

・
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題

　

に
対
す
る
認
識
を
深
め
よ
う

【
特
設
人
権
相
談
所
】

●
日
時　

12
月
4
日
（
火
）

午
後
1
時
〜
午
後
3
時

●
会
場

　

町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー 

は
あ
と
ぴ
あ

●
担
当
者

　

福
井
地
方
法
務
局
敦
賀
支
局

　

 
人
権
擁
護
委
員 

田
辺 

か
づ
子
さ
ん

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
住
民
安
全
課
（
担
当
・
重
兼
）

　

☎
32
‐
６
７
０
３

～歌と語りで訴える人権尊重と命の尊さ～

休
日･

夜
間
の
納
税
窓
口
開
設

　

県
で
は
、
自
主
納
税
の
推
進
と
納
税

機
会
の
充
実
を
図
る
た
め
、
12
月
の
徴

収
強
化
月
間
に
合
わ
せ
て
夜
間
・
休
日

納
税
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

●
休
日
窓
口

　

12
月
16
日
（
日
）

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

●
夜
間
窓
口

　

12
月
17
日
（
月
）
午
後
8
時
ま
で

●
会
場　

県
嶺
南
振
興
局
二
州
税
務
部

（
敦
賀
市
中
央
町
1
‐
７
‐
42
）

●
内
容　

納
税
の
受
付

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
嶺
南
振
興
局
二
州
税
務
部

☎
22
‐
０
０
５
０

新谷さんは、1969年「フランシ－ヌの場
合」でデビュ－。その後「人権学習」の講師
として、国内外で、戦争の悲惨さ、差別を受
けている人々やハンディキャップを背負って
いる人々の声、自然環境などをテ－マに、講
演･コンサ－ト活動を行っています。
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食用油

年
金

ニ
ュ
ー
ス

年
金

ニ
ュ
ー
ス

　

平
成
19
年
12
月
か
ら
「
ね
ん
き
ん

特
別
便
」
と
し
て
、
全
て
の
方
に
年

金
の
加
入
履
歴
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

現
在
、
社
会
保
険
庁
で
は
、
こ
れ

ま
で
基
礎
年
金
番
号
に
未
統
合
で

あ
っ
た
記
録
「
５
０
０
０
万
件
」
の

名
寄
せ
作
業
※
を
進
め
て
お
り
、
こ

の
結
果
に
も
と
づ
き
次
の
と
お
り「
ね

ん
き
ん
特
別
便
」
を
送
付
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
名
寄
せ
の
結
果
、
記
録
が

結
び
つ
く
と
思
わ
れ
る
方
に
は
「
ね

ん
き
ん
特
別
便
」
に
「
確
認
は
が
き
」

及
び
「
年
金
加
入
記
録
照
会
票
」
を

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
の

送
付
が
始
ま
り
ま
す

同
封
し
て
記
録
の
確
認
を
進
め
ま
す
。

年
金
記
録
問
題
に
つ
い
て
は
、
社
会

保
険
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
詳
し
く

掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

※
名
寄
せ
作
業
…
基
礎
年
金
番
号
に

そ
れ
以
外
の
年
金
番
号
の
履
歴
を
統

合
す
る
作
業

▼
社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

　
h
ttp
://w

w
w
.s
ia
.g
o
.jp
/

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

福
井
社
会
保
険
事
務
局
敦
賀
事
務
所

☎
23
‐
９
９
０
２

そ
の
他
の

全
て
の
方

記
録
が

結
び
つ
く
と

思
わ
れ
る
方

送
付
対
象
者

現
役
加
入
者
の
方
々

年
金
受
給
者
の
方
々

名
寄
せ
で
氏
名
・
性
別
・
生
年

月
日
の
一
部
が
一
致
し
た
方

名
寄
せ
で
氏
名
・
性
別
・ 

生
年

月
日
の
全
部
が
一
致
し
た
方

平
成
20
年
6
月
と

平
成
20
年
11
月
を
目
途

平
成
20
年
4
月
と

平
成
20
年
5
月
を
目
途

平
成
20
年
2
月
と

平
成
20
年
3
月
を
目
途

平
成
19
年
12
月
と

平
成
20
年
1
月
を
目
途

送
付
時
期

　

町
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
を
目
的
と

し
て
家
庭
か
ら
出
る
食
用
油
の
拠
点
回

収
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

食
用
油
を
凝
固
剤
で
固
め
て
燃
え
る

ご
み
と
し
て
出
さ
れ
る
と
焼
却
費
が
か

か
り
ま
す
が
、
食
用
油
を
別
に
出
し
て

い
た
だ
く
と
飼
料
用
粉
末
な
ど
に
生
ま

れ
変
わ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
持
ち
込
み
の
際
に
は
、
必
ず

天
ぷ
ら
く
ず
等
は
取
り
除
き
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
に
入
れ
、
職
員
ま
で
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

●
食
用
油
回
収
場
所

・
役
場

・
中
央
公
民
館

・
佐
田
出
張
所

・
美
浜
町
体
育
セ
ン
タ
ー

●
受
け
入
れ
時
間

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
30
分

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
住
民
安
全
課(

担
当･

小
林)

☎
32
‐
６
７
０
３

食
用
油
を
回
収
し
て
ま
す

12月は不法投棄等防止啓発強調月間です
　最近、粗大ごみなどのさまざまな廃棄物を河川や山林など人目のつきにくい場所へ
不法投棄したり、建設廃材を土砂採取跡地などに不法投棄する事例が見受けられます。 
　また、「野外焼却」も廃棄物処理法で禁止されていますが、一向に後を絶ちません。

　私たちの郷土である美しい自然と生活環境を守るために、
私たち一人ひとりが監視役となって不法投棄等をなくしましょう。
　不法投棄や野外焼却を見つけたときは県の不法投棄１１０番まで通報してください。

※通報･お問い合わせ先　不法投棄１１０番（県廃棄物対策課）☎０７７６‐２０‐０５８４

許さない!!廃棄物の不法投棄･野外焼却
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　 子育て支援
  センターだより
子育て支援
  センターだより

　山の木々の葉が散り、寒い冬がやってきまし
た。あわただしく感じる時期ですが、センターに
来てゆっくり子どもたちと遊んでくださいね。
　今月も子育て中の皆さんの多くのご利用をお待
ちしています。
（12月29日(土)～1月3日(木)はお休みです。）

　未就園児とその保護者を対象
に保育園体験を行います(同伴さ
れる保護者はどなたでも結構で
す)。センターまたは、体験を希
望される保育園にある申込書で
お申し込みください。

～12月の催しのお知らせ～

～保育園体験参加者募集～

保育園体験①
「クリスマスのかざりを親子で作りましょう！」

（給食の試食もあります)
日時：12月11日(火)　午前10時～正午
場所：あおなみ保育園(佐田）

お問い合わせ先　
　子育て支援センター　☎32‐0192

●クリスマスのかざりを作りましょう！
日時：12月6日(木)～10日(月)※8日(土)を除く
　　　午前9時～11時30分
場所：「ぴよぴよのへや」に製作コーナーを設けます。
内容：ツリーやブーツにシールを貼ったり、色を塗っ
　　　たりしましょう。

●12月9日(日)に子育て支援センターを開放します！
　平日、仕事などで利用することができないお父さ
ん、お母さん、おじいさん、おばあさん、ぜひお子さ
んと一緒に遊びにきてください。（お子さんは未就園
児に限らせていただきます。）
　利用時間は、午前9時～午後4時(午前11時30分～
午後1時はランチタイム)です。　

　子育てに関する情報は、子育て支援センター
だより「さくらんぼ」12月号をご覧ください。

今年も開催！ギャラクリ☆４
　町内のまちづくりグループ「夢ネットワーク み
はま」では、ＪＲ美浜駅前と美浜町観光センター
（JR美浜駅横）を利用して開催するちょっと先取
りクリスマス会「ギャラクリ☆４」を今年も開催し
ます。
　皆さんぜひ遊びに来てください！
詳しくはホームページでもお知らせしています。
〈 http://yumeyumenet.seesaa.net/ 〉

●日時：12月16日(日) 午前10時～午後3時
●会場：JR美浜駅前・美浜町観光センター
●内容：クリスマスライブ、もちつき
　　　　  リース作り、花苗プレゼント
　　　　ミーちゃん･浜さん焼き（大判焼き）
　　　　 焼きたてパン・いか焼き・焼いもの販売
　　　　抽選会　など

※お問い合わせ先　夢ネットワーク みはま
　　　 会長  加茂直人　☎３２－０２３９

保育園体験②
「クリスマスの歌をうたったり、フォーク

ダンスをしたりして楽しみましょう！」
日時：12月13日(木)　午前9時30分～11時
場所：みずうみ保育園(久々子）

※両園とも、定員は先着子ども20名です。
　申込期間は11月30日(金)～12月7日(金)です。

子育て家庭の負担を軽減するために「すみずみ子育てサポート事業」が始まりました子育て家庭の負担を軽減するために「すみずみ子育てサポート事業」が始まりました
　保護者の方が就職活動、疾病、事故等、社会的にやむを得ない事由により養育できない場合など、
困った際に利用することができます。

●対象児童
　美浜町に住所を有する小学校3年生以下の児童
●実施施設
・NPO法人きらきらくらぶ(敦賀市市野々)
・(社)敦賀市シルバー人材センター(敦賀市金山)

●利用期間　
　連続して7日以内
●利用時間
　午前8時30分～午後5時30分の内8時間以内
　(但し、土、日、祝祭日、お盆、年末年始を除く)
●利用料金
　1時間350円

今年も開催！ギャラクリ☆４

※この事業を利用される保護者は事前登録及び申込みが必要です。
　詳しくは子育て支援センターまでお問い合わせください。
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レ
イ
ク
の
丘

レ
イ
ク
ヒ
ル
ズ
美
方
病
院
便
り

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

レ
イ
ク
ヒ
ル
ズ
美
方
病
院 

☎
45
‐ 

１
１
３
１

12
月
の
整
形
外
科
の
診
療
は
、

5
日(

水)

・
6
日(
木)

7
日(

金)

・
10
日(

月)

12
日(

水)

・
13
日(

木)

19
日(

水)

・
20
日(

木)

21
日(

金)

・
26
日(

水)

27
日(

木)

に
行
い
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
実
施
中
！

12
月
の
整
形
外
科
診
療
日

募　

集

募　

集

　

今
年
も
か
ぜ
の
季
節
が
や
っ
て
き

ま
し
た
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
か
ぜ

の
一
種
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル

ス
と
い
う
非
常
に
感
染
力
の
強
い
病

原
体
に
感
染
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
起

こ
り
ま
す
。

　

そ
の
強
い
感
染
力
に
よ
っ
て
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た
人
が
咳

や
く
し
ゃ
み
な
ど
を
す
る
こ
と
に
よ

り
、
ウ
イ
ル
ス
が
空
気
中
に
広
が
り
、

そ
れ
を
吸
い
込
む
こ
と
に
よ
っ
て

次
々
と
流
行
が
ひ
ろ
が
り
ま
す
。

　

典
型
的
な
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
症

状
は
、
突
然
の
高
熱
、
頭
痛
、
筋
肉
痛
、

関
節
痛
な
ど
で
、
咳
、
の
ど
の
痛
み
、

鼻
水
な
ど
も
み
ら
れ
ま
す
。
普
通
の

か
ぜ
に
比
べ
る
と
全
身
症
状
が
強
く
、

気
管
支
炎
や
肺
炎
な
ど
を
合
併
し
、

重
症
化
す
る
こ
と
が
多
い
の
も
特
徴

で
す
。

　

ま
た
、
流
行
が
始
ま
る
と
短
期
間

に
小
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
多
く
の
人

を
巻
き
込
み
、
致
命
的
と
な
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
に
は
、
予

防
接
種
が
も
っ
と
も
有
効
で
す
。
予

防
接
種
を
受
け
て
か
ら
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
対
す
る
抵
抗
力
が
つ
く
ま
で

に
2
週
間
程
度
か
か
り
、
そ
の
効
果

が
十
分
に
持
続
す
る
期
間
は
約
5
か

月
間
で
す
。

　

よ
り
効
率
的
に
有
効
性
を
高
め
る

た
め
に
は
、
毎
年
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

が
流
行
す
る
前
の
12
月
中
旬
ま
で
に

接
種
を
受
け
て
お
く
こ
と
が
必
要
で

す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
に

つ
い
て
は
、
通
知
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
よ
く
読
ん
で
、
必
要
性
や
副
反
応

に
つ
い
て
よ
く
理
解
し
ま
し
ょ
う
。

気
に
か
か
る
こ
と
や
分
か
ら
な
い
こ

と
が
あ
れ
ば
、
予
防
接
種
を
受
け
る

前
に
担
当
の
医
師
や
看
護
師
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

レ
イ
ク
ヒ
ル
ズ
美
方
病
院

内
科
医
長　

口
出　

将
司

美
浜
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
及
び
請
負
作
業

　

町
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

60
歳
以
上
で
、
働
く
意
欲
の
あ
る
方
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

仕
事
の
内
容
は
、
屋
内
外
で
の
軽
作

業
や
家
事
手
伝
い･

室
内
清
掃
等
の
サ
ー

ビ
ス
業
、
植
木
剪
定･
障
子
張
替
等
の
技

能
作
業
な
ど
で
臨
時
的
、
短
期
的
な
仕

事
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

レ
イ
ク
ヒ
ル
ズ
美
方
病
院
職
員

　

レ
イ
ク
ヒ
ル
ズ
美
方
病
院
で
は
、
次

の
と
お
り
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
募
集
職
種

・
看
護
師
・
准
看
護
師　
　

5
人

・
看
護
補
助
員
（
非
常
勤
）
5
人

※
年
齢
に
つ
い
て
は
、
ど
ち
ら
も

　

不
問
で
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

レ
イ
ク
ヒ
ル
ズ
美
方
病
院 

総
務
課

☎
45
‐
１
１
３
１

夜
間
の
エ
イ
ズ
相
談･

検
査

　

12
月
1
日
は
「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」

で
す
。

　

現
在
、
国
内
で
は
エ
イ
ズ
患
者
、

H
I
V
感
染
者
数
が
年
々
増
加
し
て
い

ま
す
。
感
染
の
心
配
が
あ
る
方
は
、
匿

名
で
相
談･

検
査
が
で
き
ま
す
の
で
、
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

12
月
3
日(

月)

午
後
5
時
〜
7
時

●
会
場　

二
州
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
2
階

（
敦
賀
市
開
町
6
‐
5
）

●
内
容　

エ
イ
ズ
の
相
談
と
血
液
検
査

●
費
用　

無
料

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

二
州
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
22
‐
３
７
４
７

●
申
込
方
法　

　

(社)
美
浜
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
年
会
費　

１
，
５
０
０
円

　

ま
た
、
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
お
手
伝

い
が
必
要
な
仕
事
、
専
門
業
者
に
依
頼

す
る
ま
で
も
な
い
よ
う
な
仕
事
を
安
く

お
引
き
受
け
し
ま
す
。

　

雇
用
や
人
材
派
遣
と
は
違
い
、
請
負
、

委
任
に
よ
っ
て
仕
事
を
引
き
受
け
る
も

の
で
す
。
仕
事
の
内
容
は
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

(社)
美
浜
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

 　

☎
32
‐
５
１
４
４
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賞 氏　　名（所　属） 成　　　績

特

別

表

彰

野村 伊織 (美方高校3年)

全国高等学校総合体育大会　男子舵手付クォドルプル優勝加茂 亮太 (美方高校3年)

今安 弘樹 (美方高校3年)

武田 卓也 (敦賀工業高校3年) 全国高等学校総合体育大会　男子ダブルスカル優勝

岸本 　崇 (関西電力㈱)

全日本選手権大会　舵手なしクォドルプル優勝大同 秀憲 (三方青年の家)

鹿谷 敬祐 (関西電力㈱)

加茂 拓矢 (明治大学) 全日本選手権大会　舵手なしペア優勝

田邉 佳奈子 (早稲田大学) 全日本選手権大会　舵手なしクォドルプル優勝

柴崎 丈彦 (敦賀工業高校ボート部監督) 全国高等学校総合体育大会　男子ダブルスカル優勝

重田 稔明 (美浜中学校ボート部監督) 全国中学選手権競漕大会　男子シングルスカル、
男子・女子舵手付きクォドルプル優勝

森山 　修 (関西電力㈱ボート部監督) 全日本選手権大会　舵手なしクォドルプル優勝

優

秀

選

手

・

団

体

表

彰

森下 祐樹 (敦賀工業高校3年) 全国高等学校総合体育大会　男子ダブルスカル優勝

武田 圭司 (美浜中学校3年) 全国中学選手権競漕大会　男子シングルスカル優勝

浅妻 幹晴 (美浜中学校3年)
全国中学選手権競漕大会　男子ダブルスカル2位

大野 海人 (美浜中学校3年)

村上 博規 (美浜中学校3年)

全国中学選手権競漕大会　男子舵手付きクォドルプル優勝

織田 涼太 (美浜中学校3年)

米田 裕喜 (美浜中学校3年)

小堀 剛宏 (美浜中学校3年)

渡辺 翔太 (美浜中学校3年)

小西 啓太 (美浜中学校3年)
全国中学選手権競漕大会　男子舵手付きクォドルプル5位

永井 拓将 (美浜中学校3年)

山口 峻平 (美浜中学校3年) 全国中学選手権競漕大会　男子ダブルスカル7位

山崎 早智 (美浜中学校3年) 全国中学選手権競漕大会　女子シングルスカル4位

河下 真実 (美浜中学校3年) 全国中学選手権競漕大会　女子ダブルスカル3位

田辺 凪沙 (美浜中学校3年)
全国中学選手権競漕大会　女子舵手付きクォドルプル優勝

森山 真里 (美浜中学校3年)

岸本 拓真 (美浜中学校2年) ジュニアオリンピック陸上競技大会　男子Ｃクラス砲丸投優勝

倉谷 郁也 (関西電力㈱) 全日本選手権大会　舵手なしクォドルプル優勝

美浜中ボート部 全国中学選手権競漕大会　男子総合の部優勝

平成19年美浜町優秀選手表彰（敬称略）

10
月
19
日
に
、
過
去
1
年
間
に
お

い
て
ス
ポ
ー
ツ
で
優
秀
な
成
績
を
収

め
た
町
民
を
表
彰
す
る
「
平
成
19
年

美
浜
町
優
秀
選
手
表
彰
式
」
が
総
合

体
育
館
で
行
わ
れ
、
今
年
は
ボ
ー
ト

や
陸
上
競
技
の
30
人
の
選
手
と
、
団

体
と
し
て
美
浜
中
学
校
ボ
ー
ト
部
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

町
で
は
、
昨
年
の
5
月

14
日
以
来
、
交
通
死
亡
事

故
が
発
生
し
て
お
ら
ず
、

9
月
26
日
で
交
通
死
亡
事

故
ゼ
ロ
５
０
０
日
を
達
成

し
ま
し
た
。

10
月
16
日
に
は
、
敦
賀
警

察
署
の
嶋
田
東
署
長
か
ら

山
口
町
長
に
表
彰
状
が
送

ら
れ
ま
し
た
。

町
の
交
通
死
亡
事
故
ゼ

ロ
最
長
記
録
は
８
８
９
日

で
、
今
回
は
3
回
目
の
表

彰
と
な
り
ま
し
た
。

山
口
町
長
は
、「
引
き
続

き
１
０
０
０
日
達
成
を
め

ざ
し
て
、
団
体
や
町
民
に

協
力
を
呼
び
か
け
て
い
き

た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

「交通死亡事故０
ゼロ

」500日達成「交通死亡事故０
ゼロ

」500日達成


